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【 1 】 組織の概要 

 

1. 東北地区スバルグループの概要 
   東北地区のスバル販売会社６社は、お客様のカーライフを愉しく実り豊かなものにしていくために、宮城スバル自動車株式会社を統括会

社として 2009 年 4 月に統括体制をスタートさせました。これまで以上に地域に密着した営業活動を行うとともに、6 社統一して環境活動に

取り組んで参ります。 

 

         （ 統括会社 ） 宮城スバル自動車株式会社   （ 事業会社 ） 青森スバル自動車株式会社 

                                                    岩手スバル自動車株式会社 

                                                    秋田スバル自動車株式会社 

                                                    山形スバル株式会社 

                                                    福島スバル自動車株式会社 

 

 ２．統括会社 

会 社 名 宮城スバル自動車株式会社 

所 在 地 〒983-0035 宮城県仙台市宮城野区日の出町 1-5-26 

TEL 022-235-9113／FAX 022-235-9104 

URL https://www.miyagi-subaru.co.jp 

代表者氏名 代表取締役社長 坂本 和人 

環境保全関係責任者 

 

担当：総務統括部 CSR・コンプライアンス推進課 

環境管理責任者  総務統括部 部長 滝田 吉英 

総務統括部 サステナビリティ コンプライアンス推進課 課長 熊谷 康治 

    事業内容 (1) 自動車、自動車部品類、油類、機械器具工具類、計器類の売買 

(2) 上記(1)の加工並びに修理 

(3) 損害保険代理店及び自動車損害賠償責任保険代理店業並びに生命保険募集業 

(4) 自動車のリース業 

(5) 株式会社 SUBARU の販売特約店への経営支援、助言、コンサルティング 

(6) 経理、総務、人事その他管理業務の受託 

    事業規模 

   （６社合計） 

(1) 年間売上高                  37,919 百万円（2022 年度） 

(2) 新車販売台数                     8,566 台（2022 年度） 

(3) 中古車販売台数               5,710 台（2022 年度） 

(4) 従業員数（派遣、パート含む）       1,056 人（2023 年 3 月末時点） 

(5) 店舗数  新車                  48 店 

         中古車                 13 店 

         鈑金塗装（BP）工場           5 店 

          合計                  66 店(2023 年 3 月末時点) 
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３．事業会社 5 社（※事業内容は統括会社事業内容(1)～(4)に同じ） 

会 社 名 青森スバル自動車株式会社 

所 在 地 〒030-0921 青森県青森市原別 6-10-1 

TEL 017-736-3122 ／ FAX 017-736-8083 

URL https://www.aomori-subaru.co.jp 

代表者氏名 代表取締役社長 森 延廣 

環境保全関係責任者 推進責任者 代表取締役社長  森 延廣 

実行責任者 営業支援部 部長 中村 啓四郎 

 

会 社 名 岩手スバル自動車株式会社 

所 在 地 〒020-0125 岩手県盛岡市上堂 3-7-10 

TEL 019-641-1313 ／ FAX 019-641-1302 

URL https://www.iwate-subaru.com 

代表者氏名 代表取締役社長 渡辺 康夫 

環境保全関係責任者 推進責任者 代表取締役社長  渡辺 康夫 

実行責任者 営業支援部 部長 廣内 志保 

 

会 社 名 秋田スバル自動車株式会社 

所 在 地 〒011-0901 秋田県秋田市寺内字三千刈 315-1 

TEL 018-823-7112 ／ FAX 018-823-7118 

URL https://www.akita-subaru.co.jp 

代表者氏名 代表取締役社長 阿部 守 

環境保全関係責任者 推進責任者 代表取締役社長  阿部 守 

実行責任者 営業支援部 部長 土田 俊則 

 

会 社 名 山形スバル株式会社 

所 在 地 〒990-2432 山形県山形市荒楯町 2-1-88 

TEL 023-624-1772 ／ FAX 023-632-4774 

URL https://www.yamagatasubaru.com 

代表者氏名 代表取締役社長 伊藤 信介 

環境保全関係責任者 推進責任者 代表取締役社長  伊藤 信介 

実行責任者 営業支援部 部長 遠藤 優子 

 

会 社 名 福島スバル自動車株式会社 

所 在 地 〒963-0115 福島県郡山市南 1 丁目 70 

TEL 024-945-1341 ／ FAX 024-945-9322 

URL https://www.fukushima-subaru.co.jp 

代表者氏名 代表取締役社長 三井 高春 

環境保全関係責任者 推進責任者 代表取締役社長  三井 高春 

実行責任者 営業支援部 部長 本田 喜彦 
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本社 1 本社・日の出店・日の出BPセンター 仙台市宮城野区日の出町1-5-26 022-235-9113 D

2 BEST SHOP栗生・G-PARK栗生 仙台市青葉区栗生6-1-2 022-391-0833 C

3 太白山田店 仙台市太白区山田新町88 022-738-9907 C

4 泉店 仙台市泉区天神沢1-3-24 022-373-6113 C

5 長命ヶ丘店 仙台市泉区長命ヶ丘3-32-11 022-378-8321 C

6 多賀城店･カースポット多賀城 多賀城市八幡1-6-38 022-367-1605 C

7 岩沼店 岩沼市桜2-10-31 0223-24-1173 C

8 大河原店 柴田郡大河原町字新南60-1 0224-53-4451 C

9 石巻店 石巻市門脇字一番谷地1 0225-22-6303 C

10 古川店 大崎市古川休塚字要害前28-1 0229-28-1991 C

11 気仙沼店 気仙沼市上田中2-1-4 0226-22-9263 C

12 カースポット石巻 石巻市茜平一丁目1番地5 0225-22-7511 B

本社 1 本社・青森原別店･ＢＰセンター 青森市原別6丁目10-1 017-736-3121 D

2 青森三内店 青森市大字三内字稲元79-6 017-781-6081 C

3 八戸長苗代店 八戸市大字長苗代字前田50-1 0178-28-4091 C

4 八戸類家店・カースポット八戸類家 八戸市諏訪3丁目13-5 0178-47-9228 C

5 弘前城東店 弘前市大字早稲田3丁目3-8 0172-28-7366 C

6 むつ店 むつ市赤川町22-7 0175-22-8370 C

7 カースポット青森石江 青森市大字石江字三好43-6 017-766-7901 B

本社 1 本社・盛岡上堂店･カースポット盛岡上堂 盛岡市上堂３丁目７－１０ 019-641-1313 C

2 盛岡都南店 盛岡市東見前５-９０－１ 019-638-9825 C

3 花巻空港店 花巻市二枚橋第６地割５３０ 0198-26-0333 C

4 北上店 北上市鬼柳町荒高２０－１ 0197-67-4925 C

5 水沢店・カースポット水沢 奥州市水沢区佐倉河字鐙田７５ 0197-23-2181 C

6 一関インター店 一関市赤荻字鶴巻１０－１ 0191-25-2288 C

7 釜石松倉店 釜石市甲子町第１０地割１６０－１７ 0193-23-0171 C

8 宮古バイパス店 宮古市長町２丁目１－２９ 0193-63-8541 C

9 二戸バイパス店 二戸市米沢字長瀬７７－１ 0195-23-7746 C

10 Ｂ.Ｐセンター 紫波郡紫波町平沢字境田114-1 019-671-1522 F

本社 1 本社・秋田店・Ｇ－ＰＡＲＫ秋田 秋田市寺内三千刈315-1 018-823-7111 C

2 能代店 能代市字昇平岱42-16 0185-52-1140 C

3 大館店 大館市根下戸新町18-74 0186-42-1511 C

4 秋田南店 秋田市仁井田字古川向5-3 018-839-0751 C

5 大曲店 大仙市花館常保寺124-1 0187-63-0218 C

6 横手店 横手市条里二丁目8-14 0182-32-1241 C

本社 1 本社・荒楯店 山形市荒楯町2-1-88 023-624-1772 C

2 米沢店 米沢市窪田町窪田251 0238-37-3131 C

3 天童店・カースポット天童・部品センター 天童市松城町1-12 023-616-6055 C

4 鶴岡店 鶴岡市西新斎町8-20 0235-22-7911 C

5 酒田店・カースポット酒田 酒田市両羽町7-3 0234-22-7811 C

本社 1 本社・郡山店・カースポット郡山 郡山市南一丁目70 024-945-1341 C

2 郡山西店 郡山市喜久田町字松ヶ作16-151 024-959-3658 C

3 郡山鈑金塗装工場 郡山市城清水63 024-925-6005 F

4 須賀川店 須賀川市山寺道20-1 0248-75-1103 C

5 田村店 田村市船引町船引字源次郎120 0247-82-0553 C

6 福島店・カースポット福島・鈑金塗装工場 福島市太平寺字東の内1-6 024-546-1336 D

7 福島北店 福島市本内字上台27-4 024-553-0136 C

8 いわき店 いわき市内郷御台境町新町前5-2 0246-24-0101 C

9 いわき南店 いわき市鹿島町飯田字八合3-1 0246-58-7787 C

10 カースポットいわき いわき市内郷小島町天の田17-1 0246-26-5307 B

11 白河店 西白河郡西郷村字石塚南5-2 0248-22-6631 C

12 相馬店 南相馬市原町区本陣前1-59 0244-22-2147 C

13 会津店 会津若松市町北町大字上荒久田字村北99 0242-37-1137 C

会社 区分 事業所名 住所 電話番号
組織
区分

福
島
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

店
　
　
舗

岩
手
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

店
　
　
舗

秋
田
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

店
　
　
舗

山
形
ス
バ
ル
㈱

店
　
　
舗

宮
城
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

店
　
　
舗

青
森
ス
バ
ル
自
動
車
㈱

店
　
　
舗

【 2 】 事業所一覧・対象範囲 

 
１．環境事業所一覧 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

組織区分の意味
A オフィス業務（事務所業務）
B オフィス業務＋自動車販売（新車、中古車）
C オフィス業務＋自動車販売（新車、中古車）＋整備業務
D オフィス業務＋自動車販売（新車、中古車）＋整備業務＋鈑金塗装
E オフィス業務＋整備業務
F オフィス業務＋鈑金塗装
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・工場長

内部監査
ＥＡ２１推進委員会
（実行責任者会議）

ＥＡ２１
宮城スバル自動車

㈱

ＥＡ２１
青森スバル自動車㈱

ＥＡ２１
岩手スバル自動車

㈱

ＥＡ２１
秋田スバル自動車

㈱

ＥＡ２１
山形スバル㈱

ＥＡ２１
福島スバル自動車

㈱

環境管理責任者
宮城スバル自動車㈱
総務統括部 部長

ＥＡ２１推進事務局
宮城スバル自動車㈱

総務統括部
ｻｽﾃｨﾅﾋﾞﾘﾃｨｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ推進課

最高責任者 株式会社SUBARU
(CSR・環境推進室)宮城スバル自動車㈱（統括会社）社長

東北地区社長会

（環境会議）

推進責任者；社長

本　　社 本　　社 本　　社 本　　社 本　　社 本　　社

推進責任者；社長 推進責任者；社長 推進責任者；社長 推進責任者；社長

部門代表者；
　本社の各部門長

実行責任者；
営業支援部　部長

実行責任者；
営業支援部　部長

実行責任者；
営業支援部　部長

実行責任者；
営業支援部　部長

実行責任者；
営業支援部　部長

部門代表者；
　本社の各部門長

部門代表者；
　本社の各部門長

部門代表者；
　本社の各部門長

部門代表者；
　本社の各部門長

部門代表者；
　本社の各部門長

店舗推進責任者

本　社　以　外 本　社　以　外 本　社　以　外 本　社　以　外 本　社　以　外 本　社　以　外

店舗推進責任者 店舗推進責任者 店舗推進責任者 店舗推進責任者 店舗推進責任者

・店長

　・BPセンター長 ・BPセンター長 ・BPセンター長

・工場長 ・工場長 ・工場長 ・工場長　・工場長

・店長 ・店長 ・店長 ・店長 ・店長

　・BPセンター長

整備工場責任者 整備工場責任者 整備工場責任者 整備工場責任者 整備工場責任者整備工場責任者

　・センター長 　・センター長 　・センター長

２．対象範囲  

  エコアクション 21 認証・登録範囲 

   対象組織 東北地区スバルグループ全事業所 

   対象活動 新車及び中古車の販売、自動車の整備、鈑金塗装、自動車部品／用品の販売、 

損害保険代理店業務等 

    認証番号 0005811 

 

 

 

【 3 】 EA21 推進組織図 
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　 東北地区スバルグループは、スバル車を通じて　”お客様のその先の未来が豊かなもの”　となるよう、

一人ひとりに寄り添い質の高いサービスと付加価値を提供していきます。

　 その上で欠かせない、 ”従業員とそのご家族の心身の健康”　に着目し、安心して働ける環境整備、

持続的成長のための基盤構築を図り、グループ全体の企業価値向上に取り組みます。

 　また、地域社会との調和を大切に環境保全への貢献も積極的に取り組み社会的責任を果たすと共に、

「スバルに関わる全ての人々から愛される企業」を目指します。

　 この理念のもと、当グループ各社が行う自動車及び部品の販売、整備、修理、保険等々の業務に関する

事業活動が環境に与える影響を考慮し、以下の環境保全活動を全従業員と共に推進します。

１． 事業活動の全領域で、省資源、省エネルギー（ＣＯ２削減を含む）、リサイクル、公害防止に配慮した

     活動を行います。

２． 環境汚染を未然に防止すると共に、環境マネジメントシステムと環境パフォーマンスが継続的に

　 　改善できるように推進します。

３． 適用する環境関連の法規制、条例、及び当グループ各社が同意するその他の要求事項を遵守します。

４． 環境保全の重要項目に対して、環境目標を定め取組み、毎年見直しを行います。

５． この環境方針を全従業員に周知し、教育活動を推進します。

宣言　平成２２年３月１日

改定　平成２９年４月１日

改定　平成２９年８月１日

改定　平成３０年４月１日

改定　平成３１年４月１日

改定　令和　２年４月１日

改定　令和　３年４月１日

　        東北地区スバルグループ

　　          統括会社

宮城スバル自動車株式会社 　　代表取締役　坂本　和人

　　          事業会社

青森スバル自動車株式会社 　　代表取締役　森　延廣

岩手スバル自動車株式会社 　　代表取締役　渡辺　康夫

秋田スバル自動車株式会社 　　代表取締役　阿部　守

山形スバル株式会社 　　代表取締役　伊藤　信介

福島スバル自動車株式会社 　　代表取締役　三井　高春

環境経営方針

《基本理念》

《基本方針》

東北地区スバルグループ

【 4 】 環境経営方針 
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【 5 】 環境経営目標及び計画内容 

 

１．中期計画 

  ３ヶ年計画として、2022 年度を基準に 2023 年度は▲1%、2024 年度は 2022 年度の▲2%、2025 年度は 2022 年度の▲3% 

削減に取り組みます。2023 年度より、東北地区スバルグループにおいて東北自然由来の CO２フリー電力 30%を導入しました。３ヵ年目標 

を掲げましたが、企業の社会的責任を果たすべく CO２フリー電力の更なる導入に向け、次年度以降検討して参ります。 

東北地区スバルグループ ３ヶ年計画 

項目 単位 2022 年度実績 2023 年度目標 

(2022 年度―１％) 

2024 年度目標 

(2022 年度―2％) 

2025 年度目標 

(2022 年度―3％) 

電気使用量 kWh 5,060,270 5,009,667 4,959,065 4,908,462 

 

燃
料
使
用
量 

ガソリン L 395,086 391,135 387,184 383,233 

灯油 L 195,431 193,477 191,522 189,568 

軽油 L 104,840 103,792 102,743 101,695 

LPG kg 39,075 38,684 38,294 37,903 

都市ガス ｍ3 29,849 29,551 29,252 28,954 

紙使用量 kg 38,934 38,545 38,155 37,766 

水使用量 ｍ3 38,872 38,483 38,095 37,706 

 

産
業
廃
棄
物
排
出
量 

廃プラ kg 65,118 64,467 63,816 63,164 

廃アルカリ kg 9,250 9,158 9,065 8,973 

金属くず kg 149,650 148,154 146,657 145,161 

汚泥 kg 160,785 159,177 157,570 155,961 

エレメント kg 10,665 10,558 10,451 10,345 

項目 単位 2022 年度実績 2023 年度目標 

(2022 年度―１６％) 

2024 年度目標 

(2022 年度―１７％) 

2025 年度目標 

(2022 年度―１８％) 

CO2 排出量 ※1 Kg-CO2 4,172,178 3,504,630 3,462,908 3,421,186 

項目 単位 2022 年度実績 2023 年度目標 

(2022 年度―１％) 

2024 年度目標 

(2022 年度―2％) 

2025 年度目標 

(2022 年度―3％) 

(

宮
城
・
青
森
・
岩
手) 

化
学
物
質 

トルエン kg 366.00 362.34 358.68 355.02 

キシレン kg 24.42 24.18 23.93 23.69 

酢酸プチル kg 683.63 676.79 669.96 663.12 

酢酸エチル kg 150.60 149.09 147.59 146.08 

MIBK kg 16.50 16.34 16.17 16.01 

項目 単位 2022 年度実績 2023 年度目標 2024 年度目標 2025 年度目標 

車検付き点検パック加入率 ％ 88.2 90 90 90 

SAL 加入率 ％ 87 90 90 90 

項目 単位 2022 年度実績 2023 年度目標 2024 年度目標 2025 年度目標 

EV 車拡販 ※2 構成比率 0.5％ 0.6％ 0.8％ 1％ 

※1 CO2 排出量については、2023 年４月より東北地区スバルグループで CO2 フリー電力３０％導入した。 

東北地区スバルグループ全体のエネルギー構成比から算出した目標とする。 

※2 東北地区スバルグループで 2022 年度全車種販売台数の構成比を基に、EV 車拡販比率に対して 2025 年度１％を目指し取り組む。 

 

※具体的取組は P１9 参照 
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項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 1,349,373 936,879 902,639 440,345 554,398 988,822 5,172,456

実 績 1,092,362 753,582 734,946 415,077 465,932 710,279 4,172,178

実績の評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

二酸化炭素
排出量

kg‐CO2

【 6 】 2022 年度 東北地区スバルグループ 【 取組み 】  

 

 

（1）二酸化炭素排出量 

 

 

 

 

 

 

〈 評価 〉 

 

◆背景 

・過去３年間を見てみれば使用比率に大きな変動はなく、エネルギー使用量比率については以下の通りであり、電力使用量と 

ガソリン使用量に対して効果的に対策することで CO₂排出量を減らす取り組みを行なってきた。 

 2020 年度実績参照 

□ 電力    ・・・・ 使用比率 57.1% 

□ ガソリン   ・・・・ 使用比率 22.5% 

□ 軽油    ・・・・ 使用比率  6.6% 

□ 灯油    ・・・・ 使用比率 12.0% 

□ 都市ガス  ・・・・ 使用比率  1.6％ 

□ ＬＰＧ   ・・・・ 使用比率  0.5% 

 

◆具体的な取り組み 

・電力会社の統一契約 

・グループ全体で項目を定めた取り組んだ節電活動 

・働き方改革に伴う来店型へのシフト 

・代車・社用車の適正化 

・省エネ機器への切り替え 

 

◆結果 

 東北地区スバルグループ全体で 1,052,525（kg-CO2）の排出量を削減することが出来た。 

2020 年度実績参照 

□ 電力    ・・・・ ▲ 785,483（kg-CO2） 

□ ガソリン   ・・・・ ▲ 156,276（kg-CO2） 

□ 軽油    ・・・・ ▲  24,460（kg-CO2） 

□ 灯油    ・・・・ ▲  89,070（kg-CO2） 

□ 都市ガス  ・・・・ ▲   9,324（kg-CO2） 

□ ＬＰＧ   ・・・・ ＋  12,087（kg-CO2） 

□ 全体    ・・・・ ▲1,052,525（kg-CO2） 
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項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 1,458,689 592,542 739,785 345,637 512,562 995,435 4,644,650

実 績 1,689,301 608,703 819,890 423,015 528,690 990,671 5,060,270

実績の評価 × × × × × ○ ×

電気使用量 kwh

項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 98,069 96,491 85,003 53,418 53,777 71,017 457,775
実 績 75,849 84,848 73,581 47,494 52,366 60,949 395,087
実績の評価 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
目 標 37,586 79,097 60,906 19,073 15,183 17,017 228,863
実 績 30,058 68,953 46,174 19,574 18,782 11,890 195,431
実績の評価 ○ ○ ○ × × ○ ○
目 標 20,957 21,282 25,098 9,698 20,224 15,760 113,020

実 績 24,148 16,875 24,625 9,659 21,136 8,399 104,841
実績の評価 × ○ ○ ○ × ○ ○

目 標 173 20,558 2,852 10,301 186 627 34,699
実 績 1,992 20,754 3,244 12,449 129 507 39,076
実績の評価 × × × × ○ ○ ×
目 標 88 33,840 33,928

実 績 41 29,808 29,849
実績の評価 ○ ○ ○

ガソリン ℓ

灯油 ℓ

ＬＰＧ kg

都市ガス ㎥

軽油 ℓ

（2）電気使用量 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 評価 〉 

 ・東北地区スバルグループにおいて、CO₂排出係数が少ない電力会社へ統一することで CO₂削減については効果があった。 

・各事業会社においては、ここ数年にかけて店舗立替やりリニューアル、効率型空調機の導入など働きやすい職場環境整備 

が整ったことや、グループ全体で具体的な実施項目を定め節電に取り組んだ効果があり、コロナ禍からの影響を抑えながら事 

業運営を行うことが出来た。 

 

 

 

 

 

（3）燃料使用量 
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〈 評価 〉 

・ガソリン使用量については、コロナ禍・働き方改革などに対応しながら来店型店舗運営を実施した結果、グループ全体で使用

量を大きく削減することが出来た。 

・灯油については、各社達成率に差はあるものの、効率型空調機の導入やシートシャッターの導入などで使用量削減の効果が 

あった。 

・LPG については、宮城スバルのクリーニング事業の影響があった。 
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項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 10,011 5,816 4,819 2,830 4,537 7,989 36,002

実 績 10,208 5,476 6,202 4,145 5,126 7,777 38,934

実績の評価 × ○ × × × ○ ×

目 標 12,882 6,362 6,442 2,988 3,196 7,557 39,427

実 績 10,542 8,144 6,659 2,926 3,645 6,956 38,872

実績の評価 ○ × × ○ × ○ ○

水
（投入＝排水）

㎥

紙使用量 kg

項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 11,023 11,119 13,958 7,484 22,914 16,353 82,850
実 績 4,761 9,760 10,840 5,597 24,420 9,740 65,118
実績の評価 ○ ○ ○ ○ × ○ ○
目 標 3,762 1,980 1,564 1,632 842 1,148 10,928
実 績 2,560 600 1,190 1,890 1,460 1,550 9,250
実績の評価 ○ ○ ○ × × × ○
目 標 24,895 40,317 19,721 24,522 17,784 37,406 164,644

実 績 24,720 34,866 19,445 24,979 15,682 29,958 149,650
実績の評価 ○ ○ ○ × ○ ○ ○

目 標 48,449 14,975 19,058 22,651 13,482 14,373 132,986
実 績 42,640 9,480 19,360 44,760 10,528 34,017 160,785
実績の評価 ○ ○ × × ○ × ×
目 標 5,405 1,307 872 7,584

実 績 4,638 4,020 2,007 10,665
実績の評価 ○ × × ×

廃プラ kg

エレメント kg

廃酸/廃ｱﾙｶﾘ kg

金属くず kg

汚泥 kg

（4）紙使用量、水使用量  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

〈 評価 〉 

・コロナ禍から学んだ経験を活かし、当グループにおいても IT 環境整備を早急に進め対応を図った結果、事業活動が正常化 

に伴う使用量の増加を最小限にすることが出来た。 

 

 

 

（5）産業廃棄物排出量 ※廃オイルは全量リサイクルのため除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 評価 〉 

・概ね、事業平常化の影響を最小限に抑えることが出来た。一方で、EA21 取り組みの再周知に伴い、汚泥の定期的な処理を 

実施した影響で排出量の増加に繋がった。グループ全体で適正な管理運用を実施していくことを基本として削減に努める。 
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単位 ６社合計

80.0

88.2

○

80.0

87.0

○

項目

％スバルあんしん 保証ロング 中古車契約時の 付保率

％車検付点検パック 新車契約時の 付保率

（6）化学物質使用量 ※秋田スバル、山形スバルは BP センターがないため、福島スバルは鈑金工場停止中のため数値なし。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 評価 〉 

・水性塗料を導入したことから、使用量削減に繋がっている。他方で、保有年数が伸びていることに伴い修理入庫台数が増加し

ている影響もある。引き続き適正な使用・排出の管理を行い削減に努める。 

 

 

 

 

（7）製品・サービスに係る環境取り組み結果  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

〈 評価 〉 

・グループ全体で目標を達成している。取り組みを開始してから付保率は高水準を維持していることから、次年度以降はより高い 

目標を掲げ取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 （単位） 宮城スバル 青森スバル 岩手スバル 秋田スバル 山形スバル 福島スバル ６社合計

目 標 5.1 351.0 122.0 478.10

実 績 15.9 166.5 183.6 366.00

実績の評価 × ○ × ○

目 標 12.3 79.4 4.1 95.80

実 績 0.1 24.0 0.32 24.42

実績の評価 ○ ○ ○ ○

目 標 309.0 255.1 249.3 813.40

実 績 316.7 132.5 234.43 683.63

実績の評価 × ○ ○ ○

目 標 136.3 144.7 113.7 394.70

実 績 68.0 78.2 4.4 150.60

実績の評価 ○ ○ ○ ○

目 標 0.0 39.4 0.0 39.40

実 績 0.0 16.5 0.0 16.50

実績の評価 ○ ○ ○ ○

トルエン kg

キシレン kg

酢酸ブチル kg

酢酸エチル kg

ＭＩＢＫ kg
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(8) スバル車の利用拡大と製品・サービスの提案  

 

「安全」を何よりも大切にする SUBARU は「2030 年死亡交通事故ゼロ」の実現に向けて取り組んでいます。こうした安全性の高い車を拡

販していくことが、交通事故の減少や安心で愉しいカーライフの実現に寄与していると感じています。事実、アイサイト搭載車は追突事故発生率

を 0.06%まで減少したという結果がでており、国内メーカー平均を大きく下回る死亡・重傷事故数に抑えることができていることがスバル車のアピ

ールポイントとなっています。交通事故が減少していくことは「人・環境・地域社会」への貢献であると捉え、単なる移動手段としての乗り物ではな

く、人生を豊かにしてくれるという新しい価値を全スタッフが提案し販売に繋げることが出来ました。 

また、点検パック加入率も目標より高い水準で維持しており、お客様の適正な車両維持と環境負荷削減に繋がりました。待ち時間には試乗や

商品の提案を行い、お客様との繋がりを大切にしてきました。次に繋がる提案ができるよう、スタッフ間で日々勉強に励んでいます。 

これからもお客様に安心と愉しさを提供し、スバル車と共に過ごすことで得られる付加価値の提案ができるよう、引き続き取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               

                                                   

 

 

 

 

 

(9) 採用活動について 

グループ全体において新たな人材確保は重要な課題となっています。次世代のスバルを担う若手社員の採用状況は毎年 

厳しく、特にメカニックの応募が少ない状況であり近年では外国人も採用しています。若者のクルマ離れといわれる昨今において、 

様々な機会を通じてスバルのオリジナリティを効果的に伝え興味を引くような採用活動を行いました。 
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(10) ＣＳＲ－持続可能な企業を目指して－ 

  昨今、若者の車離れや自動車業界の人材不足など、持続可能な企業で在り続けるためにどんなことが必要なのか、当グループにおいても 

大きな課題です。第一に、働く社員とそのご家族が心身ともに健康であることが重要であることから健康経営に取り組むとともに、社員が安心して

働ける企業であるためにコンプライアンスを遵守し、リスクマネジメントも実施してきました。さらには、地域社会との共存共栄を目指して社会貢献

活動にも積極的に参加し、「愛されるスバル」を目指し取組みを行いました。 

 

    ①社会貢献活動 
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②認証取得 

 
       

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

③コンプライアンス関連 
 

  東北地区スバルグループでは、2022 年度にかけて産業廃棄物処理状況が適正な環境で法令に沿って実施されているか、

及びマニフェスト管理状況などを確認するためグループ全体で産業廃棄物業者 22 社の現地視察を行いました。 

 

 

 

  

   

  

 

                                          

 

 

  

  東北地区スバルグループでは、近年環境への関心の高まりを受け、コンプライアンス遵守の観点から産業廃棄物処理に関係す
る管理者、所属長、サービス工場長、アシスタントスタッフを中心に２００名が「産業廃棄物適正処理管理士」の資格取得を実
施しました。 
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【 7 】 2022 年度 東北地区スバルグループ 【 結果 】 

 

６社全体の結果    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kg-CO2 5,172,456 4,172,178 ○

kWh 4,644,650 5,060,270 ×

ガ ソ リ ン Ｌ 457,775 395,087 ○

灯 油 Ｌ 228,863 195,431 ○

軽 油 Ｌ 113,020 104,841 ○

Ｌ Ｐ Ｇ ㎏ 34,699 39,076 ×

都 市 ガ ス ㎥ 33,928 29,849 ○

㎏ 36,002 38,934 ×

水
使
用
量

使 用 量
（ ＝ 排 出 量 ）

㎥ 39,427 38,872 ○

廃 プ ラ kg 82,850 65,118 ○

廃 酸 / 廃 ｱ ﾙ ｶ ﾘ kg 10,928 9,250 ○

金 属 く ず kg 164,644 149,650 ○

汚 泥 kg 132,986 160,785 ×

エ レ メ ン ト kg 7,584 10,665 ×

ト ル エ ン kg 478.10 366.0 ○

キ シ レ ン kg 95.80 24.42 ○

酢 酸 ブ チ ル kg 813.40 683.63 ○

酢 酸 エ チ ル kg 394.70 150.60 ○

Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ kg 39.40 16.50 ○

車 検 付 点 検 パ ッ ク
新 車 時 付 保 率

% 80.0 88.2 ○

安 心 保 証 ロ ン グ
中 古 車 契 約 時 付 保 率

% 80.0 87.0 ○

単位 実績の評価

二 酸 化 炭 素 排 出 量

電 気 使 用 量

燃
料
使
用
量

2022年度実績2022年度目標

紙 使 用 量

産
業
廃
棄
物
排
出
量

化
学
物
質

製

品

・

サ
ー

ビ

ス

の

環

境
取

組

  項  目
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【 8 】 2022 年度 環境関連法規等の遵守状況の確認、訴訟の有無 

 

１．適用される主な環境法規等 

   〈 主な適用法規 〉                      〈 要求事項 〉 〈遵守状況〉 

水質汚濁防止法 特定施設の届出、事故時の報告 〇 

下水道法 排水設備の設置、特定施設の届出、規制基準の遵守 〇 

騒音規制法 特定施設の届出、規制基準の遵守 〇 

振動規制法 特定施設の届出、規制基準の遵守 〇 

悪臭防止法 規制基準の遵守 〇 

浄化槽法 定期の清掃・点検・検査の実施 〇 

廃棄物処理法 保管基準、委託基準の遵守、許可業者への処理委託、適正な委託契約の実施、

マニフェストの適正運用管理、マニフェスト交付状況の年度報告 

〇 

消防法 貯蔵数量の遵守、定期の消防設備点検・報告・火災発生時の緊急連絡 〇 

フロン排出抑制法 設備の使用環境保全、簡易点検・定期点検 〇 

自動車リサイクル法 業者登録、使用済自動車の適正処理 〇 

各県市町村環境保全条例 

※様式 10-②環境関連条例等一覧

表（内部資料）を参照 

公害防止担当者、事故（発生時）の届出等 〇 

 

 

２．違反、訴訟等の有無    

東北地区スバルグループにおける環境関連法規制の違反・訴訟等はありません。また、関係当局からの違反・訴訟等に関する指摘は

過去 3 年間ありません。 
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【 9 】 2023 年度 環境目標 

 

  2023 年度は中期計画の１年目となります。コロナ禍や自動車業界の大変革期で培ったノウハウを活かし、東北地区スバル

グループ一丸となって環境経営に取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

kg-CO2 4,172,178 3,504,630

kWh 5,060,270 5,009,667

ガ ソ リ ン Ｌ 395,087 391,136

灯 油 Ｌ 195,431 193,477

軽 油 Ｌ 104,841 103,793

Ｌ Ｐ Ｇ ㎏ 39,076 38,685

都 市 ガ ス ㎥ 29,849 29,551

㎏ 38,934 38,545

水
使
用
量

使 用 量
（ ＝ 排 出 量 ）

㎥ 38,872 38,483

廃 プ ラ kg 65,118 64,467

廃 酸 / 廃 ｱ ﾙ ｶ ﾘ kg 9,250 9,158

金 属 く ず kg 149,650 148,154

汚 泥 kg 160,785 159,177

エ レ メ ン ト kg 10,665 10,558

ト ル エ ン kg 366.00 362.34

キ シ レ ン kg 24.42 24.18

酢 酸 ブ チ ル kg 683.63 676.79

酢 酸 エ チ ル kg 150.60 149.09

Ｍ Ｉ Ｂ Ｋ kg 16.50 16.34

車 検 付 点 検 パ ッ ク
新 車 時 付 保 率

% 88.0 90.0

安 心 保 証 ロ ン グ
中 古 車 契 約 時 付 保 率

% 87.0 90.0

製
品
・

サ
ー

ビ
ス

の

環

境
取
組

  項  目 単位

二 酸 化 炭 素 排 出 量

電 気 使 用 量

燃
料
使
用
量

2023年度目標2022年度実績

紙 使 用 量

産
業
廃
棄
物
排
出
量

化
学
物
質
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【 10 】 2023 年度 具体的な取組み

 

  2022 年度の取り組みを振り返り、2023 年度は以下の内容で取り組んで参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・クールビズ、ウォームビズの徹底と節電協力の告知徹底（室温管理）

・使用量データによる削減取組みのＰＤＣＡを実施

・広告塔、外灯の消灯管理

・照明や空調機器に省エネ品を導入

・冷暖房の設定温度管理

・ＰＣの省電力設定、長時間離席時のＰＣ電源オフ

・人材育成・技術向上により、作業効率向上を図る

・働き方改革の推進

２．燃料使用量削減 ・訪問型から来店型への移行促進

・エコドライブの徹底（エコドライブ5カ条遵守）

・長時間のアイドリング禁止

・使用量データによる削減取り組みのPDCA

・納車時の給油ルールの徹底

・ＶＲ試乗体験促進

・納引きの削減

・Ｗｅｂ会議の有効活用

・試乗車、代車の適正管理

・iPad、X-point、サイボウズの有効活用

・電子文書による情報展開

・新紙の削減、両面コピー、裏紙使用の徹底、カラーコピーの禁止

・紙購入量の制限

・会議体のペーパーレス化

・全社節水活動の徹底

・整備後の洗車可否の確認徹底（お客様のご意向把握）

・放水防止トリガー取付けによる節水

５．産業廃棄物排出量の削減 ・再資源エネルギーの仕分徹底

・マニフェストの完全運用

・排出量の原単位評価

・再整備削減取組みによる不要な廃棄物の削減

・有価物への積極的な取組み実施

６．化学物質使用量の削減 ・環境対応品及び水性塗料への切り替え

・スーパークーラントへの変更

・化学物質の適正管理と関係者への教育徹底

車検付き点検パック付保 ・各事業会社毎による社員教育を実施し、付保率向上に努める

あんしん保証ロング付保 ・積極的な提案やお客様へのメリット説明による付保率アップを図る

・クリーンデイ：毎月第２金曜日　8:30全員出社しての職場環境整備

・労働環境整備を目的とした設備機器更新やＩＴ化で省力化を推進

・ＳＤＧsプロジェクトの推進

・車販登録、整備入庫の平準化を推進し、業務効率化と時間外労働の

　削減を図る

・こども110番店舗の継続

実行施策・手段

二

酸

化

炭

素

排

出

量

削

減

製

品

・

サ

ー

ビ

ス

の

環

境

取

組

み

そ

の

他

取

組

み

各事業会社の取組み

項　目

１．電気使用量削減

３．紙の使用量削減

４．水使用量の削減
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【 11 】 代表者による全体評価 

 

１．全体的評価 

( 1 )統括会社の環境活動計画実施状況及び環境目標の達成状況 

      ・２０２０年度を振り返れば世界は新型コロナウィルス感染症という課題に直面した。そして国内においてもコロナ禍で緊急事態宣言や

まん延防止処置等が複数回発令され、当グループでも感染対策を実施しての時短営業や仕事の高効率化、さらには Web 会議シス

テムの活用など終わりの見えない脅威に対応するため、より持続可能で強靭な事業運営システムへの変革を行った。一方で２０２２

年度の実績はその経験を活かすことができ、より削減が進んだ項目も多く、事業が正常化することでの影響を最小限に抑えることができ

一定の評価ができる。２０２３年度以降は、東北地区スバルグループ全体でＳＤＧs やＥＳＧの潮流の高まりに対応するため、法

令遵守を基本として、東北自然由来エネルギーの活用を通じて CO2 フリー電力 30％の導入（東北６社、高電圧契約）することで

排出量の大幅な削減、ＥＶ車の更なる拡販に取り組んでいきたい。 

 

( 2 )苦情を含む社外の利害関係者からの受付結果 

     ・無し。引き続きゼロを目指す。 

 

( 3 )環境法規則、その他の要求事項の遵守状況 

     ・適法に対応していると評価する。監査、審査等で指摘を受けた場合は速やかに、且つ適切に対応する。 

 

( 4 )当グループに関係する環境法規則、条例等の変化・変更の状況 

・省エネ法 建築物省エネ法 水質汚濁防止法 地球温暖化対策推進法 浄化槽法 下水道法 大気汚染防止法 

 フロン排出抑制法 自動車リサイクル法 

 

( 5 )是正処置、予防処置の結果又は取組み状況 

   ・監査結果等での指摘は即時対応できている。また、その他関連法規制の対応は、随時対応を行っていく。 

 

( 6 )前回のマネジメントレビューでの指摘事項への対応状況 

   ・店舗でのマネージメント向上の取り組みとして、新任職制研修で CSR・SDGs・エコアクション 21 について研修を実施。 

 

( 7 )環境方針の見直しの必要性 

   ・無し。現在の取り組みを継続する。 

 

( 8 )その他内部監査の結果／前回審査指摘事項 

・環境関連法規制等順守チェック表の見直し及び訂正を実施 

・「岩手県環境型地域社会の形成に関する条例」の実施 

・青森スバルむつ店の産業廃棄物保管場所変更 

・環境経営目標（３ヶ年計画） 

・問題点の是正・予防処置等記録票の確実な運用 
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２．今後に向けての課題とチャンス 

 ( 1 )統括会社（宮城スバル自動車株式会社） 

【経営における課題】 

  世界中で起きている近年の気候変動や未曾有王の災害など、環境への社会全体の関心の高まりに自動車業界として何ができるかを 

見極め柔軟に対応していく事が重要であり、当社及びグループ全体で環境対応に積極的に取り組んでいきたい。 

【チャンス】 

  エコアクション２１の様々な取り組みを通じて、社会課題に向き合い真剣に行動することで新たな価値の創造と提案に繋げていきたい。そ

してお客様から、地域社会から、一緒に働く仲間から「スバルっていいね」と言っていただける存在になるためチャレンジし続ける。 

 

( 2 )事業会社 

 

①青森スバル自動車株式会社 

【経営における課題】 

    ２０２５ビジョン「安心してイキイキと働ける」環境づくりのため、「業務効率化」「職場環境改善の設備投資」「健康経営」を継続すると

共に、  さらに変革を推し進めるためには「人材育成」が課題と捉え取り組んでいく。 

【チャンス】 

    ＴＶ会議システムの活用、X-point、サイボウズの導入、お客様向け携帯アプリのマイスバル等、業務効率化のツールが整ってきた中、 

限られた人員、時間を最大限活用し生産性を高めていくために業務改革が出来る時期と捉えている。 

 

 

②岩手スバル自動車株式会社 

【経営における課題】 

    労働人口減少、若年層県外流出している中「お客様が来店しやすい環境づくり」と「社員が働きやすい店舗づくり」のため、店舗投資 

人材育成をし、安心して働ける会社を創る。 

【チャンス】 

  計画的に設備投資を行うことで労働環境改善に繋がり、社員一人ひとりがやりがいを感じてもらい効果的な事業運営の実現。 

ＳＵＢＡＲＵ独自の安全を全面的に伝え車両の拡販を目指す。 

 

 

 ③秋田スバル自動車株式会社 

【経営における課題】 

    自動車産業を取り巻く大きな変化に対し、事業・収益構造の転換期としての正しい危機感と、それを支える従業員の質的向上を図って

いく為に、今まで以上に社内コミニュケーションの機会を創出しながら高い実現性を身に着け、地域貢献を通じ企業としての存在価値を高

めて行く。 

【チャンス】 

    地域特性を生かした事業展開を通じ、SUBARU が持つブランドイメージを顧客に伝え寄り添いながら「SUBARU 車がそばにある人生」を

安心して愉しんで頂くことを使命とし、あらゆる機会を提供していく。 
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   ④山形スバル株式会社 

【経営における課題】 

    高齢化と若手の県外流出で人口減が加速する中、人材確保が厳しい状況になっているが、設備投資、職場環境の改善、健康経営を 

継続的に取り組むと共に、環境経営や SDGｓの活動を通じ、地域社会に貢献し、お客様や採用面で「選ばれる会社」になることで時代 

の変化に揺らぐことなく盤石な基盤体制の構築が作れると捉えている。 

【チャンス】 

    コロナ禍を経て「働き方の変化」を実感し、過去の通例に捉われず、思い切った改善により業務効率化が図られた。スマートフォンへの移

行やサイボウズでの社内共有などは、スピード感を伴い変革した。今後、新人事制度導入により、社員の行動の変化と変革が期待され、

愛される会社、愛される店舗となって「選ばれる会社」を実現していきたい。 

 

 

⑤福島スバル自動車株式会社 

【経営における課題】 

    昨年度に続き環境負荷項目の削減取組では、殆どの項目で目標達成することができ結果として CO2 排出量においても目標値を大きく

下回った。これは、機器や設備投資によるものだけでなく、環境に対する各社員の意識改革が大きな要因であると評価している。 

但し、新型コロナウィルスによる活動自粛を終了した今、マンパワーによる取組加速にも限界があり、今後は環境負荷削減取り組みと 

共に本業の中に潜在している環境活動を改めて顕在化させ具体的に実行することにより、環境活動や働きやすい環境を実現し、社会的

評価を得て今以上にブランド力向上させたい。そうすることにより会社方針としても掲げている社員一人ひとりの“幸せのトライアングル（イ

キイキ働ける環境づくり、お客様の喜び、会社の存続）”実現を一層加速させたい。 

【チャンス】 

    設備投資や CO2 フリーをはじめとするハード面の見直しは、一時的ではなく中長期的に判断し実行していく。特に、一部店舗で導入した

ＥＭクラウド契約の多店舗導入など、効果が見込まれる取り組みを積極的に進めていきたい。また、環境性能が大きく向上した商品拡販

を改めて徹底していく。併せて、会議や研修を利用し、国や自治体が進める CO2 削減活動や社会的なカーボンニュートラルの取り組みに

ついて全社員の理解を推進し、具体的対応が必要となる将来に備えていく。また、県独自の EV 導入に対する補助金効果もあり、ソルテ

ラは一定の販売実績を残している。店舗への充電設備も完備したので経営チャンスと捉え、拡販ならびに CO2 排出削減に寄与していき

たい。 

 

 

 

                                                                              以上 
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Thank you！ 

 


